
競技における事故防止・安全管理について（通達） 

日本フェンシング協会 ルール・審判事業委員会 

平素は、日本フェンシング協会事業に御支援御協力を賜り誠にありがとうございます。 

２０１０年３月５日の全国理事会において、各支部から大会における武器等の安全管理を明確化するよう要望があ

り、担当委員会で協議した結果、下記のとおり決定しましたので各所属の関係者、監督及び選手に周知されるようよ

ろしくお願いします。また、先般、バイザーマスクの使用禁止でもお伝えしたように、事故を未然に防ぎ安全管理対策

を徹底するため、各支部等におかれましても、速やかに新方式に移行願いたくご協力をお願いいたします。 

 

記 

１．シニア大会等（全日本選手権大会、国民体育大会(成年)他） 

当協会主催大会においての武器等、特に以下の３点について安全確保のため F.I.E 公認用具を適用する。（ユニホ

ーム上下、プロテクター、マスク） 

なお、その他の武器等については、大会要項による。 

①F.I.E 公認マーク付きユニホーム上下 800N 

②F.I.E 公認マーク付き半袖付プロテクター800N 

③F.I.E 公認マーク付きマスク 1600N 

 

２．ジュニア･カデ大会等（JOC カップ、国民体育大会(少年)、全国少年大会(中学生)他） 

これら主催大会においては、直近のアジア連盟主催の「２０１０年アジアジュニアカデ大会要項等」の内容に基づき、

安全確保が妥当と思われるため、以下の３点について適用することとした。（ユニホーム上下、プロテクター、マスク） 

なお、その他の武器等については、大会要項による。 

①ユニホーム上下 350N 

②F.I.E 公認マーク付き半袖付プロテクター800N 

③F.I.E 公認マーク付きマスク 1600N 

 

３．ミニム大会等（全国少年大会(小学生)他） 

これら主催大会においての武器等は、FIE 試合規則を準用するのが望ましいが、この時期の選手は身体等の成長

が著しく変化することを鑑み、最低限、FIE 公認マーク付きの 800N 半袖付プロテクターを着用することを義務づけ

る。 

なお、その他の武器等については、大会要項による。 

 

４．適用について 

２０１０年１２月１７日からの第 63回全日本選手権大会から、上記１．の F.I.E 公認の武器３点を適用しますので、御

理解願います。また、その他の主催大会についても、速やかに移行していきますので、各大会要項の武器等適用の

部分に注意願います。 

 

５．その他 

シニア、ジュニア・カデ、ミニム等の大会で区分けしているが、その各種大会に参加資格を有する選手は、その大会

要項の武器等使用について遵守して参加すること。 

※(例えば、ジュニア・カデ年齢の選手が、全日本選手権大会他の参加資格を有し、大会に出場する場合は、上記の

「1.シニア大会等」の武器を適用する。) 

以上 

 


